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ど
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。
こ
れ

ら
は
外
国
人
起
点
で
あ
る
一
方
、

取
り
組
み
を
通
じ
て
業
務
水
準
の

向
上
や
安
全
対
策
の
拡
充
が
期
待

で
き
、
企
業
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト

が
大
き
い
。

透
明･

公
平
性
カ
ギ

受
け
入
れ
の
課
題
に
隠
れ
て
見

過
ご
さ
れ
が
ち
だ
が
、
外
国
人
人

材
の
受
け
入
れ
後
の
定
着
に
は
、

透
明
性
の
あ
る
人
事
制
度
の
適
用

が
望
ま
れ
る
。
多
く
の
外
国
人
人

材
は
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に
前
向
き

で
、
努
力
す
る
意
欲
を
持
つ
半

面
、
日
本
人
人
材
と
の
待
遇
差

や
、
人
事
評
価
と
そ
の
運
用
の
不

明
確
さ
を
目
の
当
た
り
に
し
た
時

に
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
低
下
し

や
す
い
。
こ
う
し
た
課
題
の
解
決

策
の
一
つ
と
し
て
、
外
国
人
人
材

を
日
本
人
人
材
と
同
様
の
人
事
制

度
に
組
み
込
ん
で
対
応
す
る
こ
と

を
勧
め
た
い
。

既
に
製
造
業
や
建
設
業
、
介
護

業
の
先
進
企
業
で
は
、
等
級
・
キ

ャ
リ
ア
フ
レ
ー
ム
や
賃
金
制
度
の

統
一
に
ま
で
踏
み
込
ん
で
い
る
。

こ
の
点
、
冒
頭
の
外
国
人
人
材
が

日
本
で
就
労
す
る
魅
力
の
根
拠
と

し
た
賃
金
水
準
は
日
本
人
人
材
の

デ
ー
タ
で
、
外
国
人
人
材
に
限
れ

ば
そ
の
平
均
年
収
は
約
２
４
０
万

円
（
24
年
賃
金
構
造
基
本
統
計
調

査
）
で
、
日
本
人
人
材
と
は
差
が

あ
る
。

受
け
入
れ
当
初
は
と
も
か
く
、

業
務
に
習
熟
し
た
段
階
で
は
日
本

人
人
材
と
同
様
の
枠
組
み
で
処
遇

す
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
の
上
で
、
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
キ
ャ
リ
ア

と
そ
の
処
遇
に
は
限
界
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
評
価
制
度
の
透
明
性
を

高
め
る
こ
と
や
、
保
有
資
格
に
応

じ
た
手
当
の
支
給
に
よ
っ
て
差
を

つ
け
る
制
度
の
設
計
が
有
効
と
考

え
ら
れ
る
。

本
稿
が
外
国
人
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
の
ス
ム
ー
ズ
な
受
け
入
れ

と
活
躍
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で

あ
る
。

業
管
理
に
最
低
限
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
。
こ
の
点
、
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
の
安
全
衛
生
は
、
全
日

本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
「
（
外
国
人

向
け
）
ト
ラ
ッ
ク
運
転
者
を
目
指

す
人
の
た
め
の
学
習
用
テ
キ
ス

ト
」
に
整
理
さ
れ
て
い
る
の
で
参

考
に
さ
れ
た
い
。

他
に
も
、
外
国
人
人
材
の
定
着

支
援
に
は
、
職
場
環
境
と
生
活
環

境
の
整
備
が
重
要
と
さ
れ
て
い

る
。
具
体
的
に
は
、
国
や
市
町
村

が
発
行
す
る
教
育
支
援
ツ
ー
ル
を

活
用
し
、
関
係
者
が
学
習
を
通
じ

て
外
国
人
人
材
の
サ
ポ
ー
ト
体
制

を
整
え
る
こ
と
が
効
果
的
だ
。

先
行
す
る
業
界
で
の
経
験
の
蓄

積
は
、
ト
ラ
ッ
ク
業
界
に
と
っ
て

参
考
と
な
る
が
、
全
て
が
当
て
は

ま
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
点
を

意
識
し
て
、
先
行
業
界
で
の
経
験

か
ら
一
般
的
に
指
摘
さ
れ
て
い
る

課
題
を
、
図
表
「
外
国
人
人
材
の

受
け
入
れ
に
伴
っ
て
留
意
す
べ
き

ポ
イ
ン
ト｣

の
左
列
に
ま
と
め
た


対
し
て
右
列
に
は
、
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
の
職
務
の
特
徴
を
踏
ま

え
て
、
他
の
業
界
と
の
違
い
や
特

に
留
意
す
べ
き
点
を
整
理
し
た
。

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
は
多
く

の
時
間
を
配
達
に
費
や
し
、
裁
量

を
も
っ
て
行
動
す
る
こ
と
や
、
勤

務
時
間
が
日
中
と
は
限
ら
な
い
こ

と
、
届
け
先
と
の
や
り
取
り
が
発

生
す
る
な
ど
の
職
務
の
特
徴
が
あ

る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
る
と
、
例
え

ば
仕
事
の
面
で
は
、
軽
微
な
ミ
ス

や
ト
ラ
ブ
ル
の
段
階
で
周

囲
が
気
付
き
に
く
い
環
境

に
あ
る
上
、
納
期
や
配
達

物
の
扱
い
方
に
関
す
る
価

値
観
の
違
い
が
サ
ー
ビ
ス

品
質
に
大
き
く
影
響
し
か

ね
な
い
。

ま
た
、
工
場
な
ど
と
異

な
り
、
職
場
で
の
時
間
が

限
ら
れ
、
同
僚
と
知
り
合

う
機
会
が
少
な
い
こ
と
か

ら
、
孤
立
し
や
す
い
と
い

え
よ
う
。
仕
事
に
よ
っ
て

は
生
活
時
間
が
異
な
る
た

め
地
域
住
民
に
受
け
入
れ

ら
れ
に
く
く
、
生
活
環
境

面
で
さ
さ
い
な
こ
と
が
ト

ラ
ブ
ル
に
つ
な
が
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
る
。

上
記
を
踏
ま
え
、
業
務

の
見
直
し
や
従
業
員
教
育

の
応
募
が
見
込
ま
れ
、
ド
ラ
イ
バ

ー
確
保
の
有
力
な
選
択
肢
と
な
る

だ
ろ
う
。

特
徴
踏
ま
え
対
策

で
は
、
外
国
人
人
材
を
受
け
入

れ
る
際
に
、
企
業
の
人
事
担
当
者

は
ど
の
よ
う
な
点
に
留
意
す
べ
き

か
。
採
用
に
関
し
て
は
、
専
門
の

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
支
援
が
充
実
し

て
い
る
た
め
、
こ
こ
で
は
割
愛

し
、
採
用
後
の
労
務
管
理
と
定
着

支
援
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

先
行
す
る
製
造
業
や
建
設
業
、

小
売
業
な
ど
（
先
行
業
界
）
で
の

経
験
か
ら
示
唆
を
得
る
上
で
、
ま

ず
は
厚
生
労
働
省
の
「
外
国
人
労

働
者
安
全
衛
生
管
理
の
手
引
き
」

22
年
度
版
の
確
認
を
勧
め
た
い
。

こ
こ
で
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
企
業

は
仕
事
に
お
け
る
安
全
衛
生
や
作

利
点
は
日
本
で
働
く
動
機
と
な

る
。次

に
注
目
す
べ
き
は
、
ト
ラ
ッ

ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
置
か
れ
る
労
働

環
境
で
あ
る
。
主
要
送
り
出
し
国

に
は
政
情
が
不
安
定
な
国
が
含
ま

れ
る
上
、
非
正
規
・
日
雇
い
と
い

っ
た
雇
用
形
態
も
多
い
。
対
し

て
、
日
本
で
は
正
規
雇
用
の
契
約

を
結
ぶ
こ
と
が
多
く
、
健
康
保
険

な
ど
の
社
会
保
障
制
度
に
も
加
入

で
き
る
。
加
え
て
、
例
え
ば
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
労
働
者
が
日
本
に
抱
く

イ
メ
ー
ジ
と
し
て
、
給
料
が
良

く
、
安
全
な
国
で
、
ア
ニ
メ
な
ど

の
文
化
が
優
れ
る
と
い
っ
た
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
、
こ
う
し
た
魅
力

が
、
日
本
を
就
労
先
と
し
て
選
ぶ

要
因
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
る
と
、
主
要

送
り
出
し
国
か
ら
は
今
後
も
一
定

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
家
統
計
局
に
よ

る
と
、
運
輸
・
倉
庫
業
の
平
均
年

収
は
約
40
万
２
千
円
で
あ
る
。
一

方
、
日
本
に
お
け
る
運
輸
業
・
郵

便
業
の
平
均
年
収
は
約
４
３
７
万

円
（
24
年
賃
金
構
造
基
本
統
計
調

査
）
で
、
34
歳
以
下
の
単
身
・
勤

労
世
帯
で
は
生
活
費
と
し
て
年
間

約
２
８
３
万
円
（
24
年
家
計
調

査
）
を
必
要
と
す
る
も
の
の
、
残

り
の
約
１
５
４
万
円
を
貯
金
や
母

国
へ
の
仕
送
り
に
充
て
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
経
済
的

の
外
国
人
受
け
入
れ
上
限
を
約
２

万
４
５
０
０
人
と
す
る
中
（
「
自

動
車
運
送
業
分
野
に
お
け
る
特
定

技
能
の
在
留
資
格
に
係
る
制
度
の

運
用
に
関
す
る
方
針
」
、
タ
ク
シ

ー
、
バ
ス
を
合
わ
せ
た
上
限
）
、

24
年
12
月
か
ら
25
年
７
月
ま
で
の

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
試
験
合

格
者
数
は
１
９
０
７
人
で
、
タ
ク

シ
ー
、
バ
ス
の
合
格
者
数
と
合
わ

せ
て
も
い
ま
だ
余
裕
が
あ
る
。

次
に
、
外
国
人
が
日
本
で
ト
ラ

ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
働
く
魅

力
は
何
か
。
前
述
の
試
験
は
海
外

で
の
受
検
が
可
能
な
た
め
、
試
験

実
施
場
所
か
ら
主
要
送
り
出
し
国

を
推
測
す
る
と
、
上
位
に
は
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
が
挙
が
る
。

こ
れ
ら
の
国
々
の
人
材
が
日
本

で
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て

働
く
こ
と
の
魅
力
の
一
つ
は
、
賃

金
水
準
の
高
さ
に
あ
る
。
例
え
ば

人
材
確
保
の
動
き

２
０
２
４
年
３
月
、
政
府
は
閣

議
決
定
に
よ
り
、
自
動
車
運
送
業

を
含
む
４
分
野
を
特
定
技
能
制
度

の
対
象
分
野
に
追
加
し
た
。
こ
れ

を
機
に
、
企
業
が
外
国
人
ト
ラ
ッ

ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
確
保
に
向
け
て

動
い
て
い
る
と
報
道
さ
れ
て
い

る
。本

記
事
で
は
、
外
国
人
ト
ラ
ッ

ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
受
け
入
れ
可
能

性
を
探
り
、
そ
の
雇
用
を
予
定
す

る
企
業
が
、
受
け
入
れ
の
際
に
注

意
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
考

察
す
る
。

日
本
で
働
く
魅
力

外
国
人
が
日
本
で
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
と
し
て
働
く
た
め
に

は
｢

特
定
技
能
１
号
」
の
在
留
資

格
が
必
要
で
、
そ
の
取
得
に
は
、

自
動
車
運
送
業
分
野
特
定
技
能
１

号
評
価
試
験
へ
の
合
格
が
前
提
と

な
る
。
政
府
が
自
動
車
運
送
業
で

お
だ
・
ま
す
み

慶
応
義

塾
大
学
法
学
部
法
律
学
科

卒
。
日
本
総
合
研
究
所
入
社

後
、
シ
ニ
ア
、
女
性
、
外
国

人
を
前
提
と
し
た
働
き
方
の

見
直
し
、
人
事
制
度
設
計
支

援
に
従
事
。

り
ょ
う
・
み
ょ
う
ら
い

大
阪
大
学
大
学
院
経
済
学
研

究
科
修
了
。
日
本
総
合
研
究

所
入
社
後
人
事
労
務･

組
織

改
革
分
野
を
中
心
に
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
業
務
に
従
事
。

トラック運転者としての特定技能外国人受け入れ

共
に
育
む
職
場
環
境

先
行
業
界
の
蓄
積
踏
ま
え

／

リ
サ
ー
チ･

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
部
門

日
本
総
合
研
究
所
／

リ
サ
ー
チ･

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
部
門

日
本
総
合
研
究
所
／

リ
サ
ー
チ･

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
部
門

マ
ネ
ジ
ャ
ー

織
田

真
珠
美(

写
真
右)

マ
ネ
ジ
ャ
ー

織
田

真
珠
美(

写
真
右)

シ
ニ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

廖

苗
蕾(

同

左)
シ
ニ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

廖

苗
蕾(

同

左)

外国人人材の受け入れに伴って留意すべきポイント

仕事
(安全衛生
作業管理）

職場環境

生活環境

生じ得る課題生じ得る課題
先行業界（製造業、建
設業、小売業等）で一
般的に指摘されている
課題

先行業界（製造業、建
設業、小売業等）で一
般的に指摘されている
課題

● ミスや事故につなが
る

● 品質基準、接遇レベ
ルの違いが生じる

● 職場内の暗黙の了解
が崩れ秩序が混乱す
る

● 宗教や価値観に対す
る職場側の無理解が
負担となる

従業員と地域のトラブ
ルで、企業活動に影響
が出る、本人が仕事に
集中できなくなる

トラックドライバーの職
務特性によって注意が必
要と考えられる課題

トラックドライバーの職
務特性によって注意が必
要と考えられる課題

● 運転判断（交通法規の
違反から運転マナー違
反まで）や荷下ろし作
業等の安全対策上のル
ールを誤る

● 届け先とのトラブルに
なる（荷物の取り扱い
が雑、時間にルーズ、
言語の問題など）

● 一人でいる時間が長い
ため、職場の人間関係
ができず孤立する

● 同僚に相談する時間を
持てず、定着せずに転
職してしまう

深夜勤務などにより、生
活ルールや騒音など一層
のトラブルとなりやすい

（
面
担

田
村
咲
絵
）
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